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果をまとめたものであり、 2 編 7 章よりなっている。
第 1 編では、金属酸化物の電気化学的性質と酸化物結晶の不完全性との関連を検討した。




















その第 1 章では、不働態ニッケル電極の特性を調べ、第 1 編第 1 章の検討結果とも照合して、ニッ
ケル不働態皮膜は非化学量論性の大きい半導体で、あると推論した。
第 2 章では、溶融塩浴中で化成したチタンの陽極酸化皮膜の電気化学的特性の検討から、皮膜が p
i-n 接合を有するものと推論し、皮膜の非化学量論性には、化成浴中の酸素イオン濃度、皮膜の
結晶化速度が影響することを明らかにした。
論文の審査結果の要旨
本論文は金属酸化物の電気化学的特性について、金属酸化物電極と電解質との界面における電気化
学反応を、酸化物の半導性との関連において検討したもので、酸化物結晶の不完全性が電極反応に及
ぼす影響を明らかにし、更に不均一系化学反応における半導体触媒の機作を解明する研究手法として、
新たに電気化学計測法の有効性を具体的に明らかにしている。また金属の陽極酸化皮膜については、
その化成条件ならびに皮膜上での電極反応を解析して、皮膜の非化学量論性を検討し、チタンの皮膜
について新しく p-i-n 接合モデルを提示している。
本研究の成果は金属と電解質との反応が関与する電気分解、電池、金属の腐食防食、エレクトロニ
クス材料の加工などの分野に極めて重要な知見を提供するとともに電気化学の基礎理論の発展にも貢
献するところ大である。
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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